
へ

行
き
、

横
浜
か
ら
は
前
日
か
ら
横
浜
に

出
張
し
て

い

た
三

条
実
美
と
同
乗
し
て

神
奈
川
に

向
か
っ

た
の

で

あ
ろ
う
。

木
戸
は
こ

の

の

ち
、

八
月
二

十
九
日
（
十
月
十
二

日

）
と
九
月
三

日
（
十
月
十
六
日

）
に

も
試
乗
し
た
。

十
月
十
六
日
に

は

川
崎
ま
で

乗
っ

た
。

試
運
転
区
間
が
、

こ

の

こ

ろ
ま
で

に
は
川
崎
ま
で

延
長
さ
れ
た
の

で

あ
ろ
う
。

十
一

月
三
日
（
九
月
二

十
一

日

）
に

は
大
蔵
卿
大
久
保
利
通
も
試
乗
し
た
。

三

時
よ
り
蒸
気
車
に
而
川
崎
迄
三

十
分
之
間
に

着
す
。

始
而
蒸
気
車
に

乗
候
処
、

実
に

百
聞
一

見
に
如
ず
。

愉
快
に

堪
ず
。

（『
大
久
保
利
通
日
記
』
下
巻
）

政
府
高
官
が
試
乗
し
て
、

こ

の

試
運
転
は
政
府
内
部
の

鉄
道
に

対
す
る
関
心
を
高
め
る
う
え
で
、

か
な
り
効
果
が
あ
っ

た
と
み
ら
れ
る
。

開

業

式

工

事
は
、

六
郷
川
以
北
の

部
分
も
進
ん
で
い

て
、

明
治
五

年
五

月
七
日
（
一

八
七
二

年
六
月
十
二

日

）
に

は
、

品
川
－
横
浜
間
が
仮

開
業
し
た
。

当
初
は
一

日
二

往
復
（
翌
日
か
ら
六
往
復
）、

運
賃
は
品
川
－
横
浜
間
で
、

上
等
一

円
五

〇
銭
、

中
等
一

円
、

下
等
五

〇
銭
で

あ
っ

た
。

六
月
五
日
（
七
月
十
二

日

）
に

は
、

川
崎
・

神
奈
川
の

停
車
場
が
開
業
、

運
賃
は
上
等
九
三

銭
七
厘
五
毛
（
三

分
三

朱
）、
中
等
六
二

銭
五

厘（
二

分
二

朱
）、

下
等
三
一

銭
二

厘
五

毛（
一

分
一

朱
）に
値
下
げ
さ
れ
た
。

こ

れ
は
区
間
制
運
賃
で
、

品
川
－
川
崎
間
、

川
崎
－
神
奈
川
間
を
二

区
、

神
奈
川
－
横
浜
間
を
一

区
と
し
、

一

区
の

運
賃
を
上
等
一

八
銭
七
厘
五
毛（
三

朱
）、

中
等
一

二

銭
五
厘（
二

朱
）、

下
等
六
銭
二

厘
五
毛（
一

朱
）と

し
て

決
定
し
、

「
新
貨
条
例
」公
布
後
も
根
強
く
残
っ

て
い

た
旧
貨
幣
に

よ
る
賃
率
を
採
用
し
た
の

で

あ
る
。

な
お
、

の

ち
に

新
橋
－
横
浜
間
が
正
式

開
業
し
た
時
、

新
橋
－
品
川
間
を
一

区
と
し
た
の

で
、

新
橋
－
横
浜
間
の

運
賃
は
、

上
等
一

円
一

二

銭
五
厘
（
一

両
二

朱
）、

中
等
七
五

銭
（
三

分
）、

下
等
三

七
銭
五

厘
（
一

分
二

朱
）
と
な
っ

た
。

利
用
者
は
次
第
に

増
加
し
、

七
月
に
は
一

週
間
一

万
人
、

八
月
に

は
同
一

万
五
〇
〇
〇
人
と
い

わ
れ
た
。

八
月
十
五
日
に
は
、

中
国
・

西
国
巡
幸

か
ら
の

帰
途
、

風
波
の

た
め
軍
艦
が
品
川
沖
に

接
岸
で

き
な
か
っ

た
こ

と
か
ら
、

明
治
天
皇
も
臨
時
の

措
置
と
し
て

列
車
を
利
用
、

「〔
午
後
〕
第
六

字
火
輪
車
ニ

乗
御
、

同
所
〔
野
毛
山
下
鉄
道
ス

テ

ー
シ

ョ

ン

〕
御
発
シ

六
字
四
十
五
分
品
川
ス

テ
ー
シ

ョ

ン

ニ

着
御
」
と
い

う
記
録
が
あ
る
（「
明
治
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五
年
壬
申
五
六
月
巡
幸
日
誌
』）。

開
業
式
は
太
陰
暦
九
月
九
日

す
な
わ
ち
重
陽
の

節
句
の

日
に

予
定
さ
れ
て

い

た
が
、

風
雨
の

た
め
十
二

日

に

延
期
さ
れ
た
（
太
陽
暦
十
月
十
四
日

）。

こ

の

日
、

午
前
一

〇
時
新
橋
を
出
発
し
た
客
車
九
輛
編
成
の

御
召
列
車
は
、

午
前
一

一

時
横

浜
停
車
場
に

到
着
し
た
。

市
街
で

は
紅
白
の

幔
幕
や
日

章
旗
、

日
の

丸
の

提
燈
を
か
か
げ
た
と

い

う
。

横
浜
駅
本
屋
の

便
殿
で

開
業
式
が
挙
行
さ
れ
た
。

勅
語
は
文
武
百
官
に

対
す
る
も
の

と
、

内

外
庶
民
に

対
す
る
も
の

と
、

二

つ

が
出
さ
れ
た
。

後
者
は
次
の

と
お
り
で

あ
っ

た
。

東
京
横
浜
間
ノ

鉄
道
朕
親
ク
開
行
ス

自
分
此
便
利
ニ

ヨ

リ
、

貿
易
愈
繁
昌
庶
民
益
富
盛
ニ

至
ラ

ン

コ

ト

ヲ

望
ム

（『
太
政
官
日
誌
』
明
治
五
年
第
七
五
号
）

つ

づ
い

て
、

駐
日

各
国
外
交
官
代
表
イ

タ
リ
ア

公
使
コ

ン

テ
＝

ア

レ

ッ

サ
ン

ド
ロ

＝

フ
ェ

＝

ド
ス

テ
ィ

ア

ー
ニ

が
祝
詞
奉
呈
、

勅
答
を
下
賜
、

さ
ら
に

在
日

外
国
人
代
表
イ
ギ
リ
ス

人W

＝

マ

ー
シ

ャ

ル

と
横
浜
市
民
代
表
原
善
三

郎
が
祝
詞
を
奉
呈
し
た
。

こ

れ
に

対
す
る
勅
答
は
、

そ

れ
ぞ
れ
外
務
卿
副
島
種
臣
と
神
奈
川
県
権
令
大
江
卓
を
通
じ
て

下
賜
さ
れ
た
。

こ

う
し
て
、

横
浜
に

お
け
る

開
業
式
は
終
了
し
た
。

天
皇
を
は
じ
め
一

行
は
、

正
午
発
ふ

た

た
び
お
召
列
車
で

新
橋
に

向
か
い
、

今
度
は
東
京
に

お
け
る
開
業
式
が
挙
行
さ
れ
た
。

こ

の

横

浜
に

お
け
る
開
業
式
は
、

天
皇
の

臨
幸
と
い

う
か
た
ち
を
と
り
、

市
民
ま
で

ふ

く
め
た
公
式
の

横浜停車場における開業式 『横浜商業会議所月報』より
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祝
賀
行
事
と
し
て
お
こ

な
わ
れ
た
。

そ
の

意
味
で

も
当
時
の

殖
産
興
業
・

文
明
開
化

の

政
策
や

風
潮
が
、

こ

う
し
た
行
事
に
よ
っ

て
、

よ
り
強
く
一

般
市
民
の

意
識
に

も

浸
透
し
て

い
っ

た
の

で

あ
る
。

五
　
京
浜
間
鉄
道
の

効
用

運
輸
営
業
の

開

始

明
治
五

年
九
月
十
三

日
（
一

八
七
二

年
十
月
十
五
日

）、

開
業
式
の

翌

日
に

あ
た
る
こ

の

日
か
ら
、

新
橋
－
横
浜
間
の

旅
客
運
転
営
業
は

開
始
さ
れ
た
。

時
刻
表
は
表
一

－

四
二

の

と
お
り
で
、

発
駅
午
前
八
時
か
ら
午
後
四

時
ま
で
、

一

二

時
・

午
後
一

時
発
を
除
き
、

一

時
間
等
間
隔
で

運
転
さ
れ
た
。

客
車

の

編
成
は
各
列
車
上
等
車
一

輛
、

中
等
車
二

輛
、

下
等
車
五
輛
の

八
輛
編
成
、

運
賃

は
、

前
に

述
べ

た
と
お
り
で

あ
る
が
、

一

八
七
四
（
明
治
七
）
年
六
月
十
五
日

改
正

を
実
施
し
、

一

区
間
上
等
一

五
銭
、

中
等
一

〇
銭
、

下
等
五

銭
と
し
、

こ

れ
を
基
準

と
し
て

計
算
す
る
こ

と
と
し
た
。

こ

れ
は
下
等
一

区
間
の

基
本
運
賃
を
五

銭
と
し
て

厘
毛
の

端
数
を
処
理
、

新
し
い

貨
幣
制
度
に

合
わ
せ
た
も
の

で

あ
る
。

こ

の

基
準
に

よ
る
と
、

新
橋
－
横
浜
間
の

上
等
運
賃
は
九
〇
銭
と
な
る
が
、

こ

こ

だ
け
は
一

円
と

定
め
た
。

し
か
し
、

新
橋
－
神
奈
川
間
七
五

銭
と
新
橋
－
横
浜
間
一

円
と
の

差
が
大

表1－42　新橋－横浜間列車時刻表

注　『鉄道寮事務簿』巻4による
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き
く
、

神
奈
川
で

乗
降
す
る
上
等
旅
客
が
多
く
な
り
、

そ
の

た

め
一

八
七
五

年
七
月
十
日
、

上
等
運
賃
を
変
更
、

新
橋
か
ら
品

川
ま
で

を
二

五
銭
、

川
崎
ま
で

を
五
五
銭
、

鶴
見
ま
で

を
七
〇

銭
、

神
奈
川
ま
で

を
八
五
銭
に

引
き
上
げ
た
。

到
達
時
間
は
時
刻
表
か
ら
み
ら
れ
る
よ
う
に

五
三

分
の

等
速

運
転
で

あ
っ

た
が
、

一

八
七
五
（
明
治
八
）
年
六
月
の

時
刻
改

正
に

さ
い

し
、

川
崎
に

の

み
停
車
す
る
急
行
運

転
が

実
施
さ

れ
、

こ

の

列
車
の

到
達
時
間
は
五
〇
分
と
な
っ

た
。

そ
れ
ま
で

に
、

列
車
本
数
は
徐
々

に

増
加
し
、

一

日
一

二

往
復
と
な
っ

て

い

た
。

こ

れ
は
、

輸
送
需
要
が
予
想
以
上
に

多
か
っ

た
こ

と
に
よ
る

も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

一

八
七
二

年
か
ら
一

八
八
八
年
ま
で
の

各
年
度
の

輸
送
人
員
を
み
る
と
、

表
一

－

四
三
の

と
お
り
で

あ

る
。

ま
た
、

臨
時
列
車
の

運
転
も
か
な
り
早
い

時
期
か
ら
実
施
さ

れ
た
。

と
く
に
、

沿
線
寺
院
の

縁
日

な
ど
の

人
出
に

対
応
す
る

輸
送
が
多
く
、

開
通
直
後
の

明
治
五
年
九
月
二

十
一

日

（
一

八

表－43　新橋－横浜間旅客輸送人員

注　『日本国有鉄道百年史』第1巻より作成
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七
二

年
十
月
二

十
三

日

）
川
崎
大
師
の

護
摩
供
に

は
、

午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
、

正
規
の

運
転
時
間
の

前
後
に
三

往
復
を
増
発
し
て
一

二

往
復

と
し
、

以
降
川
崎
大
師
の

縁
日
に
は
増
発
が
実
施
さ
れ
た
。

池
上
本
門
寺
の

御
会
式
に
つ

い

て

も
、

一

八
七
三
（
明
治
六

）
年
以
降
新
橋
－
川
崎
間

に

臨
時
列
車
の

運
転
を
実
施
、

一

八
七
六
年
六
月
大
森
駅
が
開
業
す
る
と
、

輸
送
人
員
は
さ
ら
に

増
加
し
た
。

一

八
七
三

年
六
月
二

十
八
日
、

東
京
両
国
の

川
開
き
に

横
浜
か
ら
出
向
く
人
び
と
の

便
利
の

た
め
、

横
浜
発
午
後
七
時
三

〇
分
、

新
橋
発
午
後
一

一

時
三

〇
分
、

一

二

時
（
午
後
七
時
発
を
振
替

）
の

上
り
一

本
、

下
り
二

本
の

臨
時
列
車
を
運
転
し
た
。

鉄
道
の

効
用

こ

の

よ
う
な
臨
時
列
車
の

運
転
は
、

ほ
か
に

も
た
と
え
ば
東
京
や
横
浜
で

催
さ
れ
る

外
国
人
な
ど
を
招
待
す
る
夜
会
の

時
の

も
の

も
あ
っ

た
。

た
と
え
ば
、

一

八
七
九
（
明
治
十
二

）
年
一

月
二

十
日
横
浜
で

開
か
れ
た
夜
会
の

参
加
者
の

た
め
、

二

十
一

日

午
前

二

時
三

〇
分
横
浜
発
の

臨
時
列
車
を
運
転
し
た
。

ま
た
、

十
一

月
三
日
の

天
長
節
夜
会
の

参
加
者
の

た
め
に

も
、

一

八
七
九
年
と
一

八
八
〇
年
に
は

夜
半
に

臨
時
列
車
が
運
転
さ
れ
た
。

鉄
道
の

効
用
は
、

こ

の

よ
う
な
臨
時
列
車
の

運
転
に

も
あ
ら
わ
れ
て

き
た
。

西
南
戦
争
の

際
の

動
員
兵
力
輸
送
に

も
、

そ
の

効
用
は
明
白
に

あ
ら

わ
れ
た
。

こ

の

よ
う
な
異
常
時
だ
け
で

な
く
、

横
浜
に
お
け
る
船
舶
の

出
入
港
に

接
続
す
る
臨
時
列
車
の

運
転
も
試
み
ら
れ
た
。

す
な
わ
ち
、

一

八

八
一

（
明
治
十
四

）
年
五
月
八
日
か
ら
「
三

菱
飛
脚
船
」
の

出
港
日
に
、

新
橋
発
午
後
一

時
の

臨
時
貨
物
列
車
に

客
車
を
増
結
し
た
。

ま
た
、

木
曜

日
「
三

菱
飛
脚
船
」
の

入
港
日
に
は
、

横
浜
発
午
前
九
時
の

臨
時
列
車
を
運
転
し
た
。

こ

の

試
み
は
約
一

か
月
半
で

終
わ
っ

た
よ
う
で

あ
る
が
、

こ

の

時
以
外
に

も
汽
船
に

接
続
す
る
臨
時
列
車
の

運
転
が
お
こ

な
わ
れ
た
よ
う
で

あ
る
。

と
く
に
、

東
京
－
横
浜
－
大
阪
－
神
戸
間
の

輸
送
体
系
は
、

一

八
七
四
年
の

大
阪
－
神
戸
間
の

鉄
道
開
通
に
よ
っ

て

さ
ら
に

変
わ
り
、

両
端
を
鉄

道
で

輸
送
す
る
と
い

う
か
た
ち
が
成
立
し
た
の

で

あ
る
。

貨
物
輸
送
は
、

一

八
七
三

年
九
月
十
五
日
に

開
始
さ
れ
た
。

し
か
し
、

運
賃
が
船
舶
や
車
馬
に

く
ら
べ

て

割
高
で

あ
り
、

輸
送
手
続
が
理
解
し
に
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く
く
、

利
用
度
は
き
わ
め
て

低
調
で

あ
っ

た
。

し
か
し
、

運
賃
の

引
下
げ
や
輸
送
手
続
の

簡
略
化
に
よ
っ

て
、

次
第
に

利
用
度
が
高
ま
り
、

一

八
七

八
（
明
治
十
一

）
年
に
は
年
間
一

〇
万
ト
ン

を
こ

え
る
よ
う
に

な
っ

た
。

こ

の
こ

と
は
、

京
浜
間
の

貨
物
輸
送
の

か
な
り
の

部
分
を
、

鉄
道
が
負
担

す
る
こ

と
に

な
っ

た
と
み
て

よ
い

で

あ
ろ
う
。

以
上
の

よ
う
に

し
て
、

東
京
－
横
浜
間
に

開
通
し
た
鉄
道
は
、

旅
客
・

貨
物
両
面
に
お
い

て

新
た
な
輸
送
機
関
と
し
て
の

効
用
を
明
ら
か
に

し
て

い
っ

た
。

そ
し
て
、

開
港
場
と
し
て
の

横
浜
の
、

輸
送
中
継
基
地
と
し
て

の

機
能
も
、

こ

の

鉄
道
開
業
を
契
機
と
し
て

飛
躍
的
に

高
ま
っ

て

い
っ

た

の

で

あ
る
。
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第
三

章
　
土
地
制
度
の

改
革

第
一

節
　
市
街
地
へ

の

地
券
交
付
と
地
租
改
正

一

　
横
浜
市
街
地
へ

の

地
券
交
付

横
浜
市
街
地
の

土
地
所
有
関
係

横
浜
市
街
地
は
、

幕
末
、

開
港
に

と
も
な
い
、

幕
府
に
よ
っ

て

急
拠
造
成
さ
れ
た
。

し
た
が
っ

て
、

そ
の

土
地
所
有
関
係
は
、

小
田
原
が
本
来
の

封
建
都
市
と
し
て
、

武
家
地
と
地
子
免
除
地
で

あ
る

町
地
と
か
ら
成
っ

て
い

る
の

と
は
異
な
っ

て
い

る
（
以

下
『
横
浜
市
史

』第
二

巻
第
一

編
第
三

章
第
一

節
お
よ
び
第
三

巻
下
第
六
編
第
一

章
第
二

節
に
よ
る

）。
す
な
わ
ち
、

貧
し
い

農
漁
村
で
あ
っ

た
横
浜
村
な
ど
の

高
請
百
姓
所
持
地
そ
の

他
を
、

幕
府
が
御
用
地
と
し
て

接
収
し
、

貢
租
を
高
内
引
と
し
て

免
除
す
る
と
と
も
に
、

元
所
持
百
姓
に
は
、

年
々
一

定
の

作
徳

金（
明
治
四
年
十
月
大
蔵
省
あ
て
神
奈
川
県
「
作
徳
金
下
渡
方
伺
書

」
に

よ

れ

ば
、

そ

れ
は
「
年
々

十
月
中
之
値
段
を
以
米
麦
を
金
ニ

替
右
江
歩
通
五
分
増
加

」
し
て

算
出
し
た

）を
交
付
し
、

居
住
者
を
、

元
町
へ

移
住
さ
せ
た
。

そ
し
て
、

こ
の

接
収
地
を
、

外
国
人
居
留
地
と
内
国
人
居
住
地
に

区
分
し
、

後
者
を

こ

の

地
に

移
住
し
て

き
た
町
人
に

拝
借
地
と
し
て

割
渡
し
た（
表
一

－
四
四

）。
こ

の

拝
借
人
か
ら
は
四
等
級
に

分
か
れ
た
土
地
等
級
に

応
じ
て

月
々

「
地
代
金

」
を
徴
収
し
た
。

し
た
が
っ

て
、

こ

の

土
地
は
、

「
高
内
引
町
並
地

」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、

本
来
は
高
請
地
で

あ

る

も
の

を
公
収
し
て

御
用
地
と
し
た
の

で

あ
っ

て
、

元
所
持
の

百
姓
に
は
な
お
潜
在
的
に

土
地
保
有
権
が
保
留
さ
れ
て
い

る
。

一

方
、

借
地
人
で

あ
る
町
人
に
は
、

貢
租
に
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み
あ
う
高
額
の「
地
代
金
」が
課
さ
れ
、

土
地
の

売
買
質
書
入
は
禁
止
さ

れ
た
。

東
京
や
小
田
原
な
ど
の

町
地
が
、

無
税
、

か
つ

売
買
質
書
入
が

認
め
ら
れ
て
い

る
私
有
地
で
あ
る
の

と
は
、

性
格
を
異
に

す
る
。

た
だ

し
、

こ

の

よ
う
な
官
地
と
し
て
の

性
格
は
、

こ

の

地
で

の

活
発
な
商
業

活
動
の

結
果
と
し
て
、

次
第
に

有
名
無
実
化
し
つ

つ

あ
っ

た
。

明
治
四

年
（
一

八
七
一

）
四
、

九
月
神
奈
川
県
は
、

横
浜
関
内
外
地
所
拝
借
人

に

対
し
、

拝
借
地
の

又
貸
し
や
拝
借
地
担
保
の

金
融
を
禁
止
す
る
布
達

を
発
し
て
い

る
が
、

か
か
る
禁
令
じ
た
い
、

現
実
に

拝
借
地
担
保
金
融

や
事
実
上
の

所
有
権
移
転
が
な
さ
れ
て
い

た
こ

と
を
示
し
て
い

る
。

明
治
四
年
四
月
の

拝
借
地
貸
渡
禁
止
第
一

五
号
布
達
で
は
、

拝
借
人

が
地
所
を
、

「
貸
長
屋
之
名
義
ヲ

以
分
借
ト

唱
、

余
人
ニ

貸
渡
」
す
の

を
禁
止
し
て
い

る
が
、

「
是
迄
之
儀
ハ

出
格
之
訳
ヲ

以
、

別
段
不
及
沙

汰
」
と
、

既
成
事
実
を
す
べ

て

公
認
し
、

「
其
名
分
借
ニ

し
て

其
実
自

分
拝
借
同
様
ニ

相
成
候
分
（
事
業
上
の

借
地
権
の

移
転
）、

并
分
借
い

た
し

居
候
分
共
、

来
ル

十
五
日
迄
に

改
而
上
知
拝
借
可
願
出
候
」
と
し
て
、

実
際
の

関
係
を
把
握
し
、

こ

れ
を
も
と
に

地
所
拝
借
人
を
確
定
し
よ
う

と
し
た
。

こ

う
し
た
「
地
所
拝
借
人
」
は
、

高
額
の

「
拝
借
料
」
を
負

表1－44　高内引による横浜市街地形成の内訳（明治5年6月現在）

注　1　『横浜市史』第3巻下，583ページ第118表による。

2　反以下，石以下は切捨て。数値は第118表の原数値のまま。したがって合計値は若干相

違する。
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担
す
る
と
は
い

え
、

す
で

に

事
実
上
の

土
地
所
有
者
で

あ
り
、

右
の

布
達
が

命
じ

る
、

今
後
の

拝
借
地
又
貸
し
の

禁
止
も
、

貫
徹
は
困
難
で

あ
っ

た
ろ
う
。

こ

の

横
浜

港
関
内
地
は
、

横
浜
・

太
田
町
の

高
請
地
か
ら
高
内
引
さ
れ
た
八
万
五
〇
〇
〇
余
坪

か
ら
な
る
が
、

面
積
は
水
中
無
税
地
の

埋
め
立
て
、

「
縄
延
び
」
の

は
じ
き
出
し
等
に

よ
っ

て

八
万
八
〇
〇
〇
余
坪
に

増
加
し
た
。

幕
府
－
県
は
、

右
の

高
内
引
と
し
て

公

収
し
た
地
の

元
所
持
主
に

対
し
、

年
々

二

五
五
四
両
余
の

作
徳
金
を
支
払
い
、

一

方
、

拝
借
人
か
ら
は
一

万
七
五

六
〇
両
の

地
税
を
徴
収
し
た
。

し
た
が
っ

て
、

差
引
一

万

五
〇
〇
六
両
余
が
、

年
々

県
の

収
入
と
な
る
わ
け
で

あ
る
（
表
一

－

四
五

）。

陸
奥
の

市
街
地

地
券
交
付
建
言

こ

の

横
浜
市
街
地
の

土
地
所
有
関
係
を
改
革
す
る
動
き
が
、

廃

藩
置
県
直
後
の

明
治
四
年
九
月
十
八
日
、

初
め
て
、

神
奈
川
県

知
事
陸
奥
宗
光
に
よ
っ

て

提
起
さ
れ
た
。

大
久
保
大
蔵
卿
・

井
上
大
蔵
大
輔
あ
て
の

「
地
所
拝
借
之
儀
停
止
、

改
而
地
券
売
渡
之
儀
伺
」
が
こ

れ
で

あ
る
。

こ

れ
よ
り
先
、

明
治
四
年
三

月
二

十
日
、

大
蔵
省
は
、

三

府
五

開
港
場
に

統
一

的

な
地
租
賦
課
法
を
定
め
、

も
っ

て

「
漸
次
ニ

全
国
一

般
ニ

拡
行
セ

ン

ト

」
し
、

こ

の

旨
を
太
政
官
に

建
議
し
、

ま
ず
東
京
府
下
は
じ
め
、

二

都
開
港
場
そ
の

ほ
か
の

地
子
免

除
市
街
地
に

対
し
、

地
券
を
発
行
し
て

地
租
を
賦
課
す
る
方
法
（
当
時
大
蔵
省
は
こ

れ

を
「
沽
券
税
法
」
と
称
し
て
い

る

）
を
策
定
し
つ

つ

あ
っ

た
。

そ
し
て
、

こ

れ
が
ま
だ

表1－45　横浜関内地の旧地種・地税と下渡作徳金額（明治4年10－12月）

注　1　『横浜市史』第3巻下，584ページ第119表による。

2　数値は第119表の原数値のまま。
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成
案
を
み
な
い

と
き
（
最
初
の

地
券
発
行
規
則
で

あ
る
東
京
府
下
「
地
券
発
行
地
租
収
納
規
則
」
は
、

十
月
七
日

伺
、

十
一

月
五
日

正
院
裁
可
、

十
二

月
二

十
七
日

太
政
官
よ
り
東
京
府
へ

布
告
、

翌
年
一

月
大
蔵
省
が
同
規
則
を
東
京
府
へ

達
、

六
月
二

日

東
京
府
管
内
へ

布
達

）、

陸
奥
の

伺
は
、

こ

れ
ま
で

拝
借
地
で

あ
っ

た

横
浜
町
人
居
住
地
を
、

彼
ら
に

売
渡
し
て

私
有
地
と
し
、

地
券
を
交
付
し

相
当
の

地
租
を
徴
収
す
る

こ

と
を
提
案
（
た
だ
し
具
体
的
方
式
は
調
査
の

上
、

伺
出
る
と
し
て
い

る

）し
た
の

で
あ
る
。

し
た
が
っ

て
、

こ

の

伺
は
、

や
が
て

全
国
一

般
の

地
へ

の

地
券
交
付
・

地
租
改
正
へ

と
発
展
し
て

ゆ
く
政

府
土
地
改
革
政
策
の

先
駆
を
な
す
も
の

で
あ
っ

た
。

明
治
四
年
十
月
陸
奥

の

地
券
交

付
方
式

陸
奥
の

具
体
的
な
地
券
交
付
の

方
式
は
、

十
月（
日

付
不
明
）に
い

た
っ

て

大
蔵
省
に

提
出
さ
れ
た
。

そ
の

伺
文
は
ま
だ
紹

介
さ
れ
て
い

な
い

の

で
、

主
文
の

み
を
次
に

掲
げ
る
。

当
港
地
所
拝
借
之
儀
は
停
止
い

た
し
、

改
而
地
券
下
ケ
渡
方
相
伺
候
処
、

方
法
取
調
見
込
と
も
可
申
立
旨
御
指
図
ニ

付
、

勘
考
候
処
、

当
港
ハ

三

都
府
下
等
と
異

り
、

本
年
貢
地
ニ

付
開
港
以
後
御
用
地
ニ

相
成
、

町
人
共
拝
借
為
致
候
後
も
、

地
代
四
等
ニ

分
チ
取
立
来
候
得
共
、

追
日

当
港
繁
栄
い

た
し
候
ニ

付
而
ハ

、

地
位
不

適
当
之
分
も
可
有
之
候
ヘ

共
、

即
今
一

挙
ニ

難
差
定
候
間
、

別
紙
を
以
申
上
候
通
、

先
ツ

関
内
之
分
丈
ケ
地
所
御
買
上
取
計
候
上
、

地
券
相
渡
公
私
判
然
ニ

区
別
相

成
候
上
に

て
、

後
日
確
当
之
地
税
金
取
極
候
儀
は
、

右
地
券
を
沽
券
ニ

改
革
い

た
し
候
事
も
容
易
ニ

可
有
之
、

依
之
地
券
案
相
副
、

此
段
相
伺
申
候
、

以
上

辛
未
十
月

神
奈
川
県

大

蔵

省

　
御
中

こ

れ
に

付
さ
れ
た
「
作
徳
金
下
渡
方
伺
書
」
に

よ
れ
ば
、

ま
ず
関
内
の

高
内
引
町
並
地
に

つ

い

て
、

元
所
持
百
姓
に
、

こ

れ
ま
で

年
に

下
渡
し
て

き
た
作
徳
金
の

五
か
年
分
を
一

時
に

下
付
し
て
、

こ

の

地
を
彼
ら
か
ら
買
い

上
げ
る
。

そ
の

上
で
こ

の

地
の

拝
借
人
に

地
券
を
交
付
し
、

所
有
地
た

る
こ

と
を
認
め
、

「
公
私
判
然
」と
さ
せ
る
。

し
か
し
、

従
来
拝
借
人
に

課
し
て

き
た
地
代
は
そ
の

ま
ま
据
え
置
き
、

後
日

適
当
な
地
税
を
定
め
、

地

券
を
「
沽
券
」
に

切
り
換
え
る
、

と
い

う
内
容
で

あ
る
。

こ

の

措
置
に
よ
れ
ば
、

関
内
の

町
人
居
住
地
は
、

高
請
地
か
ら
外
さ
れ
、

旧
所
持
百
姓
の

手
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か
ら
完
全
に

切
り
離
さ
れ
た
官
地
と
な
る
。

し
か
し
、

こ

れ
は
従
来
の

地
代
金
を
据
え
置
い

た
ま
ま
、

拝
借
人
の

私
有
地
と
認
め
る
と
い

う
の

で

あ

り
、

条
理
の

上
で

は
、

官
地
を
無
償
で

私
有
地
に

切
り
換
え
た
こ

と
に
な
る
。

当
然
、

大
蔵
省
は
、

こ

の

点
に

難
色
を
示
す
が
、

県
は
、

「
横
浜
は
、

東
京
・

兵
庫
と
違
い
、

従
来
官
地
な
の

で

地
価
が
形
成
さ
れ
て
お
ら
ず
、

右
の
二

地
の

よ
う
に

入
札
公
選
法
で

地
価
を
求
め

る

わ

け
に

は
い

か
な

い
。

ひ
と
ま
ず
地
券
を
渡
し
、

私
有
地
と
し
、

売
買
譲
渡
を
自
由
に

し
、

一

般
地
価
が
形
成
さ
れ
て

き
た
上
で
、

地
価
を
定
め
、

従
来
の

地
代
を
地

租
に

切
り
換
え
た
い

」
と
主
張
し
て
つ

い

に

十
二

月
五
日
、

こ

の

案
を
横
浜
港
に

限
り
、

か
つ

早
急
に

地
価
を
改
定
し
百
分
一

税
を
布
く
と
い

う
条

件
で

大
蔵
省
に

認
め
さ
せ
た
。

し
か
し
、

先
に
の
べ

た
、

明
治
四
年
四
月
の

県
第
一

五

号
布
達
が
、

そ
れ
ま
で
の

「
分
借
」
な
ど
の

名
儀
で
の

土
地
移
動
の

結
果
を
、

す
べ

て

公

認
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ

た
よ
う
に
、

事
実
上
の

売
買
・

質
書
入
は
す
で

に
一

般
化
し

て

い

た
。

官
地
を
そ
の

ま
ま
私
有
地
に

切
り
換
え
る
こ

の

案

は
、

す
で

に

実
際
に
は
私
有
地
化
し
て
い

た
横
浜
市
街
地
の

実
態
の

追
認
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ

た
。

関
内
町
地
へ

の

地
券
交
付

こ

う
し
て
、

政
府
の

承
認
を
得
た
県
は
、

十
二

月
十
二

日
、

横
浜
五

区
市
長
・

副
市
長
あ
て
に
、

地
券
交
付
取
調
を
命
じ
、

一

般

に

対
し
、

地
券
交
付
の

触
示
を
行
っ

た
。

関
内
之
町
地
は
都
而
地
券
相
渡
候
に

付
、

自
今
華
・

士
族
、

卒
、

平
民
に

不
拘
売
買
指
免
し
候
事

外
国
人
居
留
地
山
手
雑
居
之
地
所
を
除
き
、

其
他
町
地
は
外
国
人
江
質
地
売
地
ニ

い

た
し
候
儀
、

決
而
不
相
成
候
事

今
度
関
内
拝
借
地
は
都
而
地
券
相
渡
し
、

向
後
所
持
人
之
所
有
ニ

相
成
候
間
、

拝
借
地
之
坪
数
間
数
等
委
敷
取
調
、

来
十
二

月
十
七
日
迄
可
届
出
候
事

是
迄
内
借
地
い

た
し
居
者
は
、

其
拝
借
人
と
示
談
之
上
、

前
条
之
地
券
相
渡
、

其
者
所
持
地
へ

可
申
付
候
事
、

地
券
相
渡
候
上
は
是
迄
相
納
有
之
候
身
元
金
及
糴

金
ハ

向
後
御
下
渡
不
相
成
候
事

道
路
は
都
而
六
間
ゟ
狭
小
ニ

し
て
ハ

繁
栄
之
土
地
雑
沓
ニ

可
及
候
、

若
道
巾
六
間
以
下
之
町
々

は
双
方
家
並
之
中
、

相
当
之
削
地
可
申
付
事
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但
、

右
町
地
家
並
共
即
今
取
払
ニ

不
及
候
事

右
之
通
末
々

迄
不
洩
様
可
触
示
者
也

さ
ら
に
、

こ

れ
ら
を

詳
細
に

定
め
た
「
心
得
書
」（
全
文
は
『
横
浜

市
史
』
第
三

巻
下

六
〇
五
ペ

ー
ジ

以
下
参
照
）
も
布
達
さ
れ
て
い

る
。

地
券
交
付
の

事
業
は
、

県
市
政
掛
、

小
島
典
事
・

丹
波
大
属
・

太

田
権
少
属
・

石
川
史
生
（
四
年
八
月
任
命
）
に

よ
っ

て
、

五
年
正
月

か
ら
始
め
ら
れ
（
明
治
七
年
一

月
十
七
日
、

県
少
属
・

地
券
課
町
方
掛
田

村
可
行
「
事
務
順
序
書
」）、

同
年
三

月
四
日
か
ら
町
ご

と
に

地
券
の

下

付
が
な
さ
れ
、

事
業
は
六
月
ご
ろ
ほ
ぼ
完
了
し
た
。

関
内
町
地
か
ら

徴
収
し
た
地
券
手
数
料
は
九
八
二

両
、

手
数
料
は

坪
数
に

か
か
わ
ら

ず
地
券
一

枚
に

付
一

両
と
の

規
定
か
ら
す
る
と
、

発
行
地
券
数
は
九
八
二

枚
で
あ
っ

た
。

ま
た
、

五
年
五

月
か
ら
は
、

関
外
町
並
地
の

う
ち
、

羽
衣
・

姿
見
・

吉
原
町
へ

の

地
券
交
付
が
始
め
ら
れ
た
。

こ
の

結
果
、

改
め
て

従
来
の

地
代
が
、

そ

の

ま

ま

地
税
と
し
て

確
定
し
た
が
、

関
内
に
つ

い

て

町
別
に

示
す
と
表
一

－
四
六
の

ご
と
く
で

あ
っ

た
。

こ

れ
に
よ
れ
ば
地
税
（
旧
地
代

）
は
、

一

〇
〇
坪
当
た
り
二

三

円
六
銭
余
と
な
る
。

な
お
、

こ

れ
に
先
立
つ

四
年
十
二

月
に
、

元
所
持
主
に

対

し
、

明
治
四
年
か
ら
五
か
年
分
の

作
徳
金
が
買
上
代
と
し
て

下
付
さ
れ
た
が
、

そ
の

総
額
は
一

万
二

七
七
三

両
永
八
九
文
五
分（
表
一

－
四
五

所
掲
作

徳
金
の

五

倍
に
あ
た
る
）
で

あ
っ

た
。

表1－46　横浜港内町別地税額（明治5年分）

明治5年3月調

注　「地券書類」（宇田川家文書）より作成
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地

券

税

法

へ

の

変

換

以
上
の

経
緯
に

よ
っ

て
、

横
浜
市
街
地
に

交
付
さ
れ
た
最
初
の

地
券
に

は
、

前
述
の

よ
う
に

従
来
の

地
代
と
同
額
の

地
税
が
記
さ

れ
て
い

る
の

み
で
、

地
価
額
の

記
載
は
な
い
。

し
か
し
、

県
は
、

こ

の

地
券
交
付
事
業
が
ま
だ
完
了
を
み
な
い

明
治
五

年
四
月
二

十
日
、

早
く
も
、

横
浜
市
街
地
へ

の

地
価
の

設
定
に
と
り
か
か

っ

た
。

大
蔵
省
は
、

五

年
三

月
、

各
府
県
に

対
し
、

東
京
府
下
地
子
免
除
地
へ

の

地
券
発
行
地
租
収
納
規
則
案
を
示
し
、

こ

れ
に

準
じ
て
、

各
地
地
子
免

除
地
に

「
沽
券
税
」
を
施
行
す
べ

き
旨
を
達
し
た
。

し
か
し
神
奈
川
県
の

ば
あ
い
、

さ
き
に

関
内
町
地
へ

の

地
券
交
付
が
許
可
に

な
っ

た
際
（
四
年

十
二

月
五
日

）、
「
自
今
施
行
之
後
漸
次
沽
券
へ

更
正
之
処
置
無
之
而
ハ

、

後
来
外
々

之
指
障
ニ

相
成
候
間
、

見
込
取
調
出
来
次
第
、

早
々

可
申
立
事
」

と
の

条
件
が
付
さ
れ
て
い

た
。

よ
っ

て
、

早
々

に

地
価
設
定
に

と
り
か
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

こ

の

地
価
と
は
、

「
東
京
府
下
地
券
発
行
地
租
収
納
規

則
」
に
よ
れ
ば
、

地
主
が
申
告
し
た
現
今
の

売
買
価
で
（
不
当
に

低
価
申
告
し
た
と
き
は
入
礼
糴
売
の

法
が
と
ら
れ
る

）、

そ
の
一

〇
〇
分
の
一

が
地
租
と

な
る
は
ず
で

あ
っ

た
。

さ
て
、

五

年
四
月
二

十
八
日
の

県
触
達
は
次
の

通
り
で

あ
る
（
宇
田
川
家
文
書
「
地
券
書
類
」）。

兼
而
相
渡
置
候
地
券
、

裏
面
江
別
紙
之
通
正
価
相
認
可
遣
間
、

地
所
と
家
作
と
之
別
を
分
チ
、

買
請
候
節
之
直
段
、

或
は
当
今
所
持
人
適
宜
之
直
段
に
て

も
不
苦

間
、

篤
と
取
調
来
ル

五
月
十
日
限
可
指
出
候

右
之
通
相
心
得
早
々

順
達
留
ゟ
可
相
返
者
也

壬
申
四
月
廿
八
日

神
奈
川
県
庁

（
別
紙
）

表
書
何
誰
所
持
之
地
所
、

金
何
千
何
百
両
之
代
価
有
之
旨
申
出
候
段
、

聞
届
置
者
也
、
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年
号
月
日

陸
奥
神
奈
川
県
令
宗
光

こ

う
し
て
、

同
年
六
月
に

は
、

地
価
設
定
を
終
え
、

従
来
の

地
税
に

代
え
て
、

地
価
一

〇
〇
分
の
一

の

地
税
徴
収
体
制
が
整
っ

た
。

こ

れ
を
極
め

て
短
期
間
に

な
し
え
た
の

は
、

県
市
政
掛
が
、

四
等
級
に

分
か
れ
た
旧
地
税
を
町
毎
の

盛
衰
を
考
慮
し
て

増
減
し
、

こ

こ

か
ら
地
価
額
を
導
き
出
し

て

地
主
に

受
諾
さ
せ
た
か
ら
に

違
い

な
い

が
、

そ
れ
に
は
総
額
三

九
六
〇
両
余
の

減
税
に

な
る
こ

と
が
、

大
き
な
力
と
な
っ

て
い

る
。

以
上
の

地
価
設
定
と
、

そ
れ
に
よ
る
地
券
税
法
施
行
に

伴
う
新
た
な
地
券
「
心
得
書
」
案
は
、

七
月
九
日

大
蔵
省
の

承
認
を
得
た
。

な
お
、

こ

れ

ま
で

神
奈
川
県
令
と
し
て

横
浜
港
地
券
交
付
を
推
進
し
た
陸
奥
宗
光
は
、

六
月
、

大
蔵
省
に

登
用
さ
れ
租
税
頭
と
な
っ

て
い

る
の

で
、

県
と
大
蔵
省

と
の

交
渉
は
き
わ
め
て

円
滑
に

進
ん
だ
で
あ
ろ
う
。

こ

う
し
て
、

七
月
二

十
五
日
、

県
は
次
の

触
書
を
順
達
し
、

横
浜
港
内
町
地
へ

の

地
券
税
法
施
行
を
宣
言
し
た
（
前
掲
「
地
券
書
類
」）。

な
お
、

県

・

政
府
は
、

こ

の

地
価
を
記
載
し
た
地
券
を
「
沽
券
」
と
称
し
て
い

る
。

先
般
当
港
内
町
々

江
地
券
相
渡
候
処
、

此
度
沽
券
ニ

変
革
い

た
し
、

従
前
之
地
租
は
当
六
月
を
限
り
相
廃
し
、

以
来
之
儀
ハ

此
程
持
主
共
ゟ
適
宜
に

書
出
し
候
、

地

価
之
百
分
一

税
金
と
し
て
年
々

前
納
ニ

取
立
候
筈
、

尤
当
年
分
ハ

七
月
ゟ

施
行
い

た
し
候
儀
ニ

付
、

半
ケ
年
分
当
七
月
晦
日
限
可
相
納
事

一

沽
券
相
成
候
ニ

付
、

心
得
方
之
儀
ハ

心
得
書
壱
冊
ツ
ヽ

可
相
渡
間
、

右
に
て

得
と
相
弁
可
申
事

一

渡
置
候
地
券
へ

は
裏
書
い

た
し
可
遣
間
、

心
得
書
相
添
、

一

区
二

日
ツ
ヽ

之
日
取
を
以
区
順
ニ

指
出
可
申
事

右
之
通
相
触
候
間
地
主
共
ヘ

無
洩
落
申
達
、

至
急
順
達
留
ゟ
相
返
者
也

壬
申
七
月
廿
五
日

神
奈
川
県
庁

右
に

示
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、

「
沽
券
」
へ

の

切
換
え
は
、

す
で
に

交
付
し
た
「
地
券
」
の

裏
面
に

地
価
を
記
す
こ

と

で

済
ま
せ
た
。

よ
っ

て
、

こ

の

作
業
は
、

遅
く
も
九
月
半
ば
に

は
完
了
し
て
い

る
。
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な
お
、

横
浜
関
外
町
並
地
の

う
ち
、

羽
衣
・

姿
見
・

吉
原
の

各
町
は
、

右
関
内
地
と
同
様
に

措
置
さ
れ
、

そ
れ
以
外
の

関
外
町
並
地
は
、

地
券
交

付
を
行
わ
ず
、

直
ち
に「
沽
券
」を
交
付
す
る
こ

と
と
し
、

八
月
七
日

大
蔵
省
の

許
可
を
得
て
、

同
年
十
一

月
二

十
八
日
に
、

ま
ず
、

芝
生
村
・

平
沼
新

田
・

岡
野
新
田
（
藤
江
新
田
地
先

）・
北
方
村
・

根
岸
村
の

町
地
に「
沽
券
」を
交
付
し
、

六
年
一

月
に
、

吉
田
町
・

野
毛
町
を
終
え
た
。

な
お
、

こ

の

こ

ろ
は
後
述
の

よ
う
に

郡
村
耕
宅
地
に

も
地
券
（
壬
申
地
券

）
交
付
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、

尾
張
屋
新
田
・

平
沼
新
田
・

藤
江
新
田
（
芝
生
村
地
先
）・

岡
野
新
田
の

田
畑
に

た
い

し
て

も
、

右
の

「
沽
券
」
交
付
と
同
時
期
に

郡
村
地
券
が
交
付
さ
れ
て
い

る
。

一

八
七
三

年
大
火
跡

地
の

地
価
再
調

査

一

八
七
三
（
明
治
六
）
年
三

月
二

十
三
日
の

横
浜
大
火
は
、

関
内
町
地
の

約
三

分
の
一

に

お
よ
び
二

六
の

町
、

約
二

〇
〇

〇
軒
の

家
を
焼
き
尽
く
し
た
。

県
は
、

こ

れ
を
「
至
極
之
好
機
会
」
と
し
て
、

復
興
に

あ
た
り
焼
失
地
の

地
揚
げ
・

地
画

整
理
事
業
を
実
施
し
、

同
年
十
二

月
ま
で
に
ほ
ぼ
完
了
を
み
た
。

つ

い

で
、

十
二

月
一

日
、

右
作
業
を
担
当
し
て

い

た
県
営
繕
課
か
ら
、

地
券
課
町
方
掛

り
に
、

地
画
割
替
図
面
が
渡
さ
れ
、

以
後
同
掛
り
に
よ
っ

て
、

地
揚
げ
地
の

地
価
再
調
査
が
始
め
ら
れ
た
。

同
掛
り
で

は
、

ま
ず
右
図
面
に
よ
っ

て
、

地
価
の

欄
を
空
白
に

し
た
ま
ま
、

地
券
大
帳
を
作
り
、

つ

い

で

地
券
状
作
成
に

着
手
し
、

十
二

月
二

十
三
日
ご
ろ
に

は
、

跡
地
地
主
三

七
五

人
へ

地

価
記
載
の

な
い

地
券
の

交
付
を
終
了
し
た
。

以
後
、

地
主
か
ら
の

申
告
に

も
と
づ

い

て

地
価
決
定
が
な
さ
れ
た
。

し
か
し
、

実
際
に

は
、

焼
失
地
は

大
火
後
一

年
半
は
免
租
で
、

さ
ら
に

そ
の

期
間
が
切
れ
る
一

八
七
四
年
十
月
に

は
、

地
主
ら
は
運
動
し
て

ふ
た
た
び
む
こ

う
一

年
半
の

免
租
を
か
ち

と
っ

た
。

そ

し
て
こ

の

再
免
租
期
間
に
、

後
述
市
街
地
地
租
改
正
に
よ
り
地
価
が
改
定
さ
れ
た
の

で
、

右
の

焼
失
地
再
調
地
価
に
よ
る
地
租
は
、

結

局
徴
収
さ
れ
な
い

で

終
わ
っ

て

い

る
。

「
沽
券
」交
付

後

の

状

況

横
浜
市
街
地
の

地
代
が
高
額
で
あ
る
こ

と
は
、

従
来
県
も
認
め
る
と
こ

ろ

で

あ
っ

た
が
、

「
沽
券
」
交
付
の

さ
い

の

地
価
設
定
に

よ
っ

て
、

若
干
の

減
税
が
も
た
ら
さ
れ
た
後
も
、

右
の

事
情
は
変
わ
ら
な
か
っ

た
。

地
価
設
定
の

当
初
、

県
は
土
地
売
買
が
行
わ

れ

た

ば

あ
い

も
、

地
価
三

か
年
据
置
き
を
定
め
た
が
（「
心
得
書

」
第
四
条
）、
一

八
七
三

年
三

月
四
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日
、

大
蔵
省
は
、

と
く
に

神
奈
川
県
に

対
し
、

右
規
定
を
廃
し
、

常
に

売
買
地
価
に

よ
っ

て

地
租
を
収
入
す
べ

き
旨
を
令
達
し
て

き
た
（「
地
租
改
正

例
規
沿
革
撮
要
」『
明
治
前
期
財
政
経
済
史
料
集
成
』
第
七
巻
二

七
五
ペ

ー
ジ

）。

よ
っ

て

県
は
、

翌
四
月
、

「
横
浜
港
町
々

沽
券
税
の

儀
は
、

地
所
売
買
代

価
昇
降
ニ

不
拘
、

壬
申
年
ゟ
三

ケ

年
之
間
税
額
据
置
之
積
候
処
、

詮
議
之
次
第
有
之
、

右
は
取
消
以
来
代
価
昇
降
ニ

随
ヒ
、

税
額
増
減
可
致
事
」
を

布
達
し
た
。

こ

の

結
果
、

横
浜
大
火
後
の

不
景
気
に

あ
た
っ

て
、

土
地
売
買
の

さ
い

の

売
買
価
は
、

従
来
の

地
価
よ
り
低
下
し
、

地
税
の

減
収
傾
向
が
あ
ら
わ

れ
る
に

い

た
っ

た
。

加
え
て
、

売
買
さ
れ
な
い

地
所
の

地
価
減
額
を
要
求
す
る
願
書
も
県
に

提
出
さ
れ
て

き
た
。

こ

れ
に

対
し
、

県
地
券
課
は
、

実

際
の

売
買
価
に

見
合
う
額
に

ま
で

引
き
下
げ
る
と
、

従
来
一

坪
の

地
価
一

五

円
が
五

円
に
、

あ
る
い

は
四
円
が
二

円
に

低
落
す
る
と
述
べ

て
、

地
価

修
正
に

反
対
し
た
。

こ

こ

か
ら
も
、

県
当
局
者
は
、

横
浜
市
街
地
地
価
が
不
当
に

高
い

こ

と
を
自
覚
し
て
い

た
こ

と
が
わ
か
る
。

市
街
地
地
租

改
正
の

実
施

郡
村
で
の

地
租
改
正
が
進
む
に
つ

れ
、

政
策
上
、

市
街
地
税
法
を
是
正
し
、

両
者
を
「
公
平
画
一

」
に

す
る

必

要
が
生
じ
て

く

る
。

同
時
に
、

各
都
市
の

特
殊
事
情
に
よ
っ

て

生
じ
た
都
市
相
互
間
で

の

地
税
不
均
衡
の

修
正
も
必
要
で

あ
っ

た
。

こ

う
し
て
、

一

八
七
五
（
明
治
八

）
年
八
月
二

十
八
日

政
府
は
、

太
政
官
布
告
一

三
三

号
を
も
っ

て

「
府
県
市
街
地
是
迄
地
価
百
分
一

収
税
致
来
候
処
、

明
治
六

年
第
二

百
七
十
二

号
布
告
ノ

通
、

地
租
改
正
法
各
管
内
一

般
ニ

施
行
候
節
ハ

、

右
改
正
法
ニ

準
拠
シ
、

地
価
百
分
三

税
ニ

改
正
候
条
、

此
旨
布
告
候

事
」
を
達
し
た
。

こ

の

布
告
に

も
と
づ

い

て

実
施
さ
れ
た
の

が
市
街
地
の

地
租
改
正
で

あ
る
。

そ
の

具
体
的
方
式
は
、

一

八
七
六
年
三

月
七
日
、

地

租
改
正
事
務
局
別
報
達
「
市
街
地
租
改
正
調
査
法
細
目
」
に
よ
っ

て

定
め
ら
れ
、

各
都
市
で
の

画
一

的
な
事
業
実
施
が
図
ら
れ
た
。

横
浜
港
市
街
地
の

地
租
改
正
も
、

一

八
七
六
年
か
ら
着
手
し
た
。

ほ
ぼ

右
の

「
調
査
法
細
目
」
に

従
っ

て

土
地
の

実
測
・

区
画
の

確
定
・

地
積
の

算
出
を
し
た
上
で
、

地
主
総
代
に
、

各
地
を
表
裏
に

分
け
、

商
業
の

盛
衰
・

運
輸
の

便
否
な
ど
に
よ
っ

て
地
力
を
鑑
定
さ
せ
、

そ
の

優
劣
に

応
じ
た

地
位
等
級
を
定
め
、

こ

れ
を
組
織
し
て

各
町
連
合
表
を
提
出
さ
せ
、

県
官
が
こ

れ
に

も
と
づ

い

て
、

地
価
を
定
め
て
い
っ

た
。

そ
の

結
果
は
旧
税
の
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約
四
・

六
㌫
の

増
税
で

あ
る
が
、

単
位
面
積
当
た
り
の

税
額
は
、

旧
税
（
地
価
一

〇
〇
分
の
一

の

際
の

地
券
税
）

は
旧
地
坪
一

〇
〇
坪
に
つ

き
六
円
三

六
銭
、

新
税
は
改
正
地
坪
一

〇
〇
坪
に
つ

き
六
円
三

四
銭
（
い

ず
れ
も

宅
地
の

み

）
で
、

か
え
っ

て

減
少
し
て
い

る
（
表
一

－
四
七
）。

右
の

増
加
は
、

主
に

精
密
な
実
測
に

よ
っ

て

地
坪
が
増
加
し
た
こ

と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

市
街
地
地
租
改
正
に

よ
っ

て
、

東
京
は
じ

め

そ

の

他
の

都
市
で

は
大
幅
な
増
租
（
東
京
で

は
地
租
が
約
四

倍
、

大
阪
で

は
約
六
、

七
倍
に

増
加
）
が
結
果
し
た
の

に
比
す
れ
ば
、

増
租
は
き

わ

め

て
わ
ず
か
で

あ
っ

た
。

し
か
し
、

こ

の

改
正
に

よ
っ

て
、

東
京
市
街
地
（
宅
地
の

み

）
は
、

改
正
地
坪
一

〇
〇
坪
に

つ

き
新
税
は
四

円
一

六
銭
と
な
っ

た
の

で

あ
っ

て
、

横
浜
市
街
地
の

六
円
三

四
銭
よ
り
も
な
お
は
る
か
に

軽
い
。

こ

こ

か
ら

判
断
し
て

も
、

横
浜
市
街
地
の

幕
末
・

維
新
期
の

地
代
－
地
租
負
担
が
他
の

都
市
に

く
ら
べ
、

い

か
に

重
か

っ

た
か
が
わ
か
る
。

注（

1

）
　
宇
田
川
家
文
書
「
地
券
書
類
」。
全
文
は
『
横
浜
市
史
』
第
三

巻
下

五
九
一

ペ

ー
ジ
、

お
よ
び
丹
羽
邦
男
『
明

治
維
新
の

土
地
変
革
』
二

五
〇
ペ

ー
ジ
に

所
掲
。

（

2

）
　「
大
蔵
省
沿
革
志
」（『
明
治
前
期
財
政
経
済
史
料
集
成
』
第
二

巻
三
一

四
ペ

ー
ジ

）、
「
地
租
関
係
書
類
彙
纂
」

（
同
前
掲
書
、

第
七
巻
三
〇
五
ペ

ー
ジ

）。

（

3

）
　
こ

の

伺
に

付
さ
れ
た
別
紙
の

う
ち
、

地
券
書
式
お
よ
び
こ

れ
に

掲
げ
ら
れ
た
地
券
規
則
の

全
文
は
、

福
島
正
夫

『
地
租
改
正
の

研
究
』
六
四
ペ

ー
ジ

以
下
参
照
。

（4）
　
「
地
租
関
係
書
類
彙
纂
」『
明
治
前
期
財
政
経
済
史
料
集
成
』
第
二

巻

三
〇
九
ペ

ー
ジ
。

同
書
の

五

年
正
月
と

表1－47　横浜市街地（元町・山林原野を除く）の地租改正の結果

注　1　免税地中には「免税可伺出分」をも含む，その他は論地6，924坪。
2　「新旧税額比較表」（『明治初年地租改正基礎資料』下巻）より作成。
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あ
る
の

は
誤
り
、

「
地
券
諸
伺
届
纂
録
」（
宇
田
川
家
文
書
）
に

掲
げ
ら
れ
て
い

る
足
柄
県
あ
て
の

同
達
写
し
に
よ
れ
ば
三

月
で

あ
る
。

（5）
　
全
文
は
、

『
横
浜
市
史
』
第
三

巻
下

六
〇
五
ペ

ー
ジ

以
下
参
照
。

二

　
小
田
原
・

箱
根
宿
等
市
街
地
へ

の

地
券
交
付

足

柄

県

下

の

市

街

地

足
柄
県
下
で
の

市
街
地
へ

の

地
券
交
付
は
、

神
奈
川
県
よ
り
は
る
か
に

遅
れ
、

明
治
五

年
（
一

八
七
二

）
十
一

月
に

な
っ

て

着
手

さ
れ
た
。

す
で

に
の
べ

た
よ
う
に
、

こ

の

年
の

三

月
に

は
、

大
蔵
省
租
税
寮
は
各
府
県
に
、

「
東
京
府
下
地
券
発
行
地
租
収
納
規

則
」
を
送
付
し
、

各
地
方
地
子
免
除
地
に
追
々

こ

れ
を
及
ぼ
す
べ

き
旨
を
達
し
て
い

る
。

そ
し
て
、

一

方
郡
村
地
に

対
し
て

も
、

「
田
畑
永
代
売
買

解
禁
布
告
」
に
つ

づ

き
、

七
月
に

は
一

般
の

地
へ

の

地
券
発
行
が
「
十
月
中
に

渡
し
済
み

」
と
い

う
期
限
付
き
で

達
せ
ら
れ
て
い

る
。

こ

の

よ
う
な

中
央
の

動
き
か
ら
み
て
も
、

足
柄
県
で
の

地
券
交
付
の

第
一

着
は
遅
い
。

こ

れ
は
、

元
小
田
原
県
か
ら
の

事
務
引
継
の

遅
延
に
よ
る
の

で

あ
ろ
う
。

例
え
ば
、

足
柄
県
は
、

置
県
後
一

年
を
経
た
五

年
十
一

月
に
い

た
っ

て
、

元
小
田
原
県
に

対
し
、

畑
地
等
の

内
に

あ
る
士
族
・

卒
屋
敷
引
の

事
由
・

年

暦
等
を
問
い

合
わ
せ
、

「
貞
享
度（
一

六
八
四
－
一

六
八
七
年

）稲
葉
家
よ
り
引
附
請
候
地
所
に

て
、

年
暦
は
勿
論
詳
細
の

儀
は
更
に

相
分
ら
ず
候
得
共
、

旧
藩
に
お
い

て
は
夫
々

授
与
申
付
置
候
儀
に
て

貸
地
は
一

切
こ

れ
無
し

」
と
の

回
答
を
得
て

い

る
。

こ

う
し
た
管
下
事
情
の

把
握
の

遅
れ
に

加
え
、

管
下
の

行
政
機
構
も
、

こ

の

五

年
十
一

月
に
い

た
っ

て

大
区
小
区
制
が
設
け
ら
れ
（『
資
料
編

』11

近
代
・

現
代
（1）
第
一

編
第
二

章
）、

よ
う
や
く
新
置

県
と
し
て

統
一

し
た
行
政
機
構
が
整
え
ら
れ
て

い

る
。

さ
て
、

県
下
で

市
街
地
地
券
交
付
の

対
象
と
な
っ

た
の

は
、

小
田
原
の

武
家
地
・

地
子
免
除
地
で
あ
る
町
地
の

ほ
か
、

無
高
無
税
地
で

あ
っ

た
箱

根
宿
・

元
箱
根
村
・

芦
ノ

湯
で
あ
っ

た
。
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小
田
原
へ

の

地

券

交

付

明
治
五

年
（
一

八
七
二

）
十
一

月
十
五
日
、

ま
ず
、

小
田
原
武
家
地
（
貫
属
住
居
屋
敷
地
）
へ

の

地
券
交
付

・

地
価
一

〇
〇
分
の
一

の

「
沽
券
税
」
施
行
（
明
治
五
年
か
ら

）
が
伺
い

出
さ
れ
（「
貫
属
屋
敷
地
券
渡
方
ニ

付
伺
書
」）、
た
だ
ち
に

同
月
二

十
三

日
、

租
税
寮
か
ら
申
し
出
の

通
り
許
可
が
下
り
た
。

貫
属
居
住
屋
敷
地
は
、

往
古
稲
葉
家
が
家
臣
に

割
渡
し
た
の

に

始
ま

り
、

貞
享
度
大
久
保
家
が
授
与
し
、

以
来
家
臣
が
住
居
し
て

き
た
武
家
地

で

あ
り
、

し
た
が
っ

て
、

地
代
金
を
取
ら
ず
、

そ
の

ま
ま
従
来
の

住
居

者
に

地
券
を
交
付
し
た
。

そ
の

内
容
を
表
一

－
四
八
に

掲
げ
る
。

地
価

は
、

三

等
に

区
分
し
て

定
め
て

い

る
が
、

「
土
地
柄
相
当
之
地
価
」
と

い

う
も
の

の
、

後
に

み
る
町
地
と
く
ら
べ

て

き
わ
め
て

安
価
で

あ
る
。

右
に
つ

づ

い

て
、

小
田
原
町
地
そ
の

他
に
つ

い

て

同
様
の

伺
が
出
さ

れ
（「
地
券
渡
方
之
儀
ニ

付
伺
書
」）、

こ

れ
も
十
一

月
二

十
八
日

許
可
と
な

っ

た
。

町
地
へ

の

地
券
交
付
結
果
を
直
接
に

示
す
資
料
は
不
明
で

あ
る
が
、

表
一

－
四
九
に

み
る
よ
う
に
、

一

八
七
四（
明
治
七
）
年
分
地
券
税
の

小

田
原
小
一

区
・

小
二

区
合
計
の

数
値
は
、

旧
武
家
地
・

町
地
合
計
の

も

表1－48　小田原貫属屋敷地への市街地地券交付結果（明治5年）

注　「地券諸伺届纂録」（宇田川家文書）より作成

表1－49　足柄下郡1874（明治7）年分市街地地券税

注　「地券諸伺届纂録」（宇田川家文書）より作成

©神奈川県立公文書館



の

と
考
え
て

差
し
支
え
な
い

の

で
、

こ

れ
か
ら
表
一

－
四
八
の

貫
属
屋
敷
地
（
武
家
地
）
の

分
を
控
除
し
た
残
り
が
町
地
の

数
値
と
い

う
こ

と
に

な

る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、

町
地
の

地
坪
は
、

八
万
六
三

〇
二

坪
二

〇
六
、

地
価
（
地
券
金
高
）
三

万
六
四
一

〇
円
二

五

銭
九
厘
、

沽
券
税
（
地
価
一

〇
〇
分
の
一

）
三

六
四
円
一

〇
銭
二

厘
余
、

一

〇
〇
坪
当
た
り
地
価
三
一

円
一

二

銭
同
地
租
三

円
一

銭
二

厘
で

あ
る
。

貫
属
屋
敷
地
に
比
し
て
、

は

る
か
に

高
い
。

し
か
し
、

前
述
の

横
浜
市
街
地
に

較
べ

る
と
、

そ
の

半
ば
に

み
た
な
い
。

地
価
は
、

場
所
に

よ
っ

て

高
低
が
あ
る
。

電
信
局
設
立
の

た
め
買
い

上
げ
ら
れ
た
旧
高
梨
町
（
一

八
七
五
年
改
め
万
年
町
三
丁
目

）
の

土
地（
五
二

坪
）

の

地
価
は
、

一

〇
〇
坪
当
た
り
四
一

円
七
〇
銭
で

あ
り
、

ま
た
、

元
助
郷
会
所
跡
地
、

茶
畑
町
（
改
め
幸
町
三
丁
目

）
の

土
地
（
一

一

七
坪

）
は
、

一

〇
〇
坪
当
た
り
の

地
価
が
二

二

円
二

六
銭
六
厘
で

あ
っ

た
。

な
お
、

市
街
地
地
券
の

発
行
枚
数
は
、

幸
町
外
四
か
町
（
一

八
七
五
年
町
区
画
改
正
前
の

町
名
、

以
下
同
じ

）
を
構
成
す
る
貫
属
住
居
屋
敷
地
に

対
し

一

〇
六
〇
枚
、

山
角
町
外
一

八
か
町
か
ら
成
る
町
地
に

対
し
一

三

八
七
枚
、

計
二

四
四
七
枚
で

あ
っ

た
（
注
（3）
に

同
じ

）。

箱
根
宿
等
へ

の

地
券
交
付

足
柄
県
は
、

小
田
原
市
街
地
へ

の

地
券
交
付
作
業
に

着
手
す
る
と
同
時
に
（
明
治
五

年
十
一

月
）、

従
来
無
高
無
税
で

あ
っ

た
芦
ノ

湯
へ

の

地
券
交
付
作
業
に

も
と
り
か
か
り
、

つ

い

で
一

八
七
三
（
明
治
六
）
年
二

月
に

は
元
箱
根
村
・

箱
根
宿
に

対
し
て

も
そ
の

作
業
を
開
始
し
た
（
注
（3）
に

同
じ

）。
そ
し
て
、

以
上
の

結
果
を
と
り
ま
と
め
、

一

八
七
三

年
四
月
、

右
三

地
へ

の

市
街
地
地
券
交
付
、

七
三

年
か
ら

の

「
沽
券
税
」
施
行
を
大
蔵
省
に

伺
い

出
て
、

同
月
二

十
三

日

裁
可
を
得
た
。

そ
の

調
査
結
果
は
表
一

－
五
〇
の

ご
と
く
で

あ
る
。

地
価
は
き
わ
め

て
低
価
で

あ
る
が
、

こ

れ
を
伺
は
、

次
の

よ
う
に

説
明
し
て
い

る
。

箱
根
宿
は
、

耕
地
が
全
く
無
く
、

従
来
往
来
す
る
旅
客
の

休
泊
を
業
と
し
て

き
た
が
、

近
来
旅
客
の

往
来
が
少
な
く
な

り
、

「
潰
退
転
」
す
る
者

も
出
て
、

当
今
で

は
山
稼
ぎ
等
を
し
て

わ
ず
か
に

生
活
し
て
い

る
有
様
で

あ
る
。

ま
た
元
箱
根
村
は
、

箱
根
神
社
領
上
知
の

地
で
、

旧
神
官
ら
が
旧

小
田
原
県
へ

出
願
し
て
一

村
を
作
っ

た
の

だ
が
、

箱
根
宿
同
様
、

「
山
上
ノ

孤
村
」
で

「
耕
地
等
ノ

本
業
モ

無
之
」
地
で

あ
る
。

よ
っ

て

表
掲
の

よ
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う
な
低
価
が
「
土
地
柄
相
当
」
で

あ

る

と

す
る
。

芦
ノ

湯
も
や
は
り
、

「
古
来
無
高
無
税
ノ

地
ニ

テ

山

間
ノ
一

孤
村
作
地
等
ハ

聊
モ

無
之
」
地
だ
が
、

湯
税

を
納
め
温
泉
を
営
み
、

小
坪
数
で

は
あ
る
が
「
全
一

区
商
店
ノ

躰
ヲ

為
シ

」
て
い

る
。

よ
っ

て
、

前
二

地

よ
り
も
高
い

地
価
が
相
当
と
し
て
い

る
。

な
お
、

県
は
、

後
に

元
箱
根
村
の

う
ち
姥
子
の

大

縄
四
反
分
に

対
し
て

も
地
価
一

二

〇
円
と
定
め
（
芦

ノ

湯
と
同
様
一

〇
〇
坪
当
た
り
地
価
一

〇
円

）、
こ

れ

に

村
持
の

地
券
を
下
付
し
、

地
価
一

〇
〇
分
の
一

の

地

税
を
収
入
し
、

別
に

湯
税
年
三

円
を
従
来
通
り
納
め

る
こ

と
を
伺
い

出
て
、

六
月
二

十
五
日

大
蔵
省
の

許

可
を
得
た
。

姥
子
は
、

万
治
年
間
、

村
方
か
ら
箱
根

神
社
別
当
に

願
い

出
て
、

湯
小
屋
を
建
て
、

湯
治
人
か

ら
湯
代
を
申
し
受
け
、

村
入
費
で

湯
亭
を
修
営
す
る

な
ど
、

古
来
か
ら
村
持
で

進
退
し
て

き
た
。

県
は
、

こ

の

事
実
に

も
と
づ

き
村
持
地
券
下
付
を
申
請
し
た

表1－50箱根宿・元箱根村・芦ノ湯への市街地地券交付結果

注　前掲「地券諸伺届纂録」より作成

表1－51小田原駅市街の地租改正結果

注　1　小田原駅「新旧税額比較表」（『明治初年地租改正基礎資料』下巻）による。
2　沽券税法施行中の旧地坪・旧税金（宅地）は，表1－49の数値（小1区，小2区の合
計値）と一致しない。これは本表が明治8年度分の数値を掲げているからである。8
年には官地の新規払い下げがあり，坪数・税額ともに増加した。
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